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¢rF,J) - FJ - .∫ Fin(J ′) dJ ′
0
(8)





この形式的な泰式は不可逆件を表現 しているが, (8)は自由エネルギー に対応するも




参 考 文 献
1) P･Glansdolffand T･Prigogine'Physica 30 (1964)351
2) H･Furukawa･Prog･Theor･Phys･ 51 No.3 (1974)
非線形ランダム媒質内における多重散乱
(非マルコフ過程 )
電波研 古 津 宏 一
変数 t両 -(+1,+2, ,㌔ Iで記述される1つの物理琴が,これに影響をう有
ない充分大きな外部系 と変数 q(Ⅹ)を通じて結合しているものとし,次の形の …運動方
程式"せみたすものとする,






zq〔p〕 ≡ < e竺P〔･rdxp(x)q(x)〕> (2)
は与えられているoLたが-て,ここでの基本的問題は Zq〔p〕を与えて少 に関する
特性関数
Z〔巧〕 ≡ < exp〔了dx号(x)すぐx)〕> , (3)
又は,そのみたす方程式を見出すことである｡
結論 として (3)の 7,〔頂〕がみたす方程式は次のようなものである : オペ レーター
1,I'1＼)JU ドLlい､1′'･/～ r～
q(X,p)三七∂/Sp(xリ logZ｡〔p〕 ,
隻(Ⅹ)- ∂//∂う汗x), 旦(x)- ((x)+q(x,∂/β｡)I
1う
(4)
で定義す る ;(2)よりq(X,∂/∂C)は外部系のみにより決する∂/∂C(x)に関す る
汎関数であるOさて 7_I-ZJ〔7j,C〕は次式の解である
〔L 〔卒 〕 一- V 〔q,少 〕 一 行 〕 Z,〔巧,C〕 - orlー へ.ノJ～ (5)
ここで (3)で定義されるZ〔万〕は (5)の解で C-0 としたもので ある.I-殻に
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